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１．はじめに 

 近年，実際の RC 構造物について，コンクリート内へ

の塩化物イオンの浸透状況や内部鋼材の腐食状況を調

査している事例が多数ある[1]．以上は，将来における

コンクリート構造物の維持管理方策へ有益な情報とな

るのみならず，目視による点検結果の精度の検証など

へ幅広く適用することが可能となることが期待される．

本稿では，解体された橋梁の PC 桁から採取した PC 鋼

材について腐食量を測定し，その詳細について報告す

る． 

２．調査対象橋梁の概要 

 調査対象である A 橋は，日本海に注ぐ河口に架かる

橋梁である．供用年数は解体された2006年3月で約30年となっている．

橋長は 33m で有効幅員は 10m である． 

 図-1 は，解体前に実施した健全度調査の結果である[2]．0.5 から 5.5

の数値で評価した健全度(数値が低いほど劣化が著しい)では，山側，な

らびに海側の最も外側に位置する 01 桁と 06 桁で加速期に相当する劣化

が認められた． 

３．PC 鋼材の採取方法 

図-1 に鋼材の採取箇所を示した．以上の採取箇所よりシースごと PC

鋼材を切り出すことにより試料を採取した．PC 鋼材の切り出し長さは

70cm程度を目標にした．図-2にシース内のPC鋼材の内蔵状況を示した．

本調査対象の上部工では，シース内にφ7mm の PC 鋼材が 12 本内蔵されている．参考のため，設計時における

PC 鋼材とスターラップの機械的性質を表-1 に示した．なお，PC 鋼材については，シースに腐食が認められる

箇所を優先して採取した． 

４．腐食減量の測定方法と測定結果 

試料となる PC 鋼材を約 350mm に切り揃えた後に，除錆処理を行った．除錆は，既往の調査報告に従って 10%

のクエン酸二アンモニウム水溶液に浸して行った[1]．水溶液の温度を約 90℃に維持し，試料を 30 分間浸漬

した．1回の浸漬で除錆しきれない場合には，浸漬時間を延長した．さらに除錆が不十分でない場合には，ワ

イヤーブラシなどで錆のチッピングを行った．除錆処理の後，十分に乾燥させてから試料の長さと重量を測定

した．測定した重量から重量減少率 Wlossを以下の式により計算した． 

Wloss=(Winit－Wcorr)／Winit ×100 (1) 

ここに，Winit は腐食前の重量で公称径，および試料の実測長さより求める，そして Wcorr は除錆後の試料の重

量である． 

図-3，図-4 に各測定箇所の平均重量減少率の比較をそれぞれ示す．なお，PC 鋼材の配置箇所は，図-5 に示

した括弧番号に対応している．図-3，図-4 より，PC 鋼材の重量減少率は，0603，0101，そして 0103 ブロック 
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図-1　解体前に実施した健全度調査の結果と
　　　　PC鋼材の採取箇所

図-2　シース内のPC鋼材の内蔵状況
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から採取した試料の順序で大きいことが分かる．これは，図-1 に示した目視による

点検結果とほぼ一致しているといえる． 

５．腐食断面積の分布の測定方法と測定結果 

 既往の調査報告に代表されるように，鋼材腐食は不均一であることが実測されて

いる[1]．本調査でもその評価を行うため，PC 鋼材を細分割して重量減少率を測定し，

それにより腐食後の断面積の分布を測定した．PC 鋼材の切断は，試料の切りしろが

微小となるようにした．切りしろの公称値は 0.3mm である．また切断間隔は，約 15

～16mm とした．なお，本測定は平均重量減少率が最も大きかった 0603 ブロック(1)

の試料のみを対象にした．  

 図-6 は，測定した腐食減量率より計算した推定平均断面積

の分布を示したものである．図中の凡例には，平均重量減少

率を示した．なお，平均推定断面積 Dlossは以下の式で求めた． 

   Dloss=(1－Wloss / 100)×D (2) 

ここに，D は PC 鋼材の公称径である．図-6 より，腐食により

断面積が不均一であることを定量的に確認することができる．

特に，試料全体の平均重量減少率が大きい場合には，断面積

のバラつきが大きい傾向にある．以上をより定量的に把握す

るため，図-7 に推定平均断面積の変動係数と重量減少率との

関係を示した．この図より，重量減少率が大きくなるほど，

変動係数，すなわち断面積のバラつきが大きくなることがわ

かる．このことは，腐食が進行するほどに，孔食の面積が増

加すること表現しているものと考えられる． 

本研究は（財）大阪地域計画研究所ブリッジマネジメント

研究会における共同研究の一部として行われたものである．

ここに記して謝意を表す． 
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図-3　各測定箇所の平均重量減少率の比較
　　　　（0101，0103ブロック）

図-4　各測定箇所の平均重量減少率の比較
　　　　（0301，0603ブロック）
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図-5　PC鋼材の配置

図-6　推定平均断面積の分布

図-7　推定平均断面積の変動係数と
　　　　腐食減量率との関係
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